
　

今
年
は
梅
雨
前
線
の
影
響
で
大

気
が
非
常
に
不
安
定
な
状
況
が
重

な
り
、
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

各
地
に
大
雨
が
降
っ
た
り
、
又
高

気
圧
に
よ
り
酷
暑
日
が
続
い
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
本
年
も
電
気
需
要
が
大
幅

に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
「
節
電
」
と
「
熱
中
症
」
に
は

十
分
注
意
し
て
過
ご
し
ま
し
よ

う
。

　

今
号
で
は
、
総
会
と
事
業
計

画
、
役
員
・
運
営
委
員
・
委
員
の

紹
介
、
文
化
祭
の
報
告
、
町
会
・

自
治
会
地
域
の
P
R
、
サ
ロ
ン
の

報
告
、
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

等
々
を
掲
載
し
お
届
け
致
し
ま

す
。
本
年
も
ご
愛
読
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
一
同
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編

集

後

記

中
野
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

い
つ
も
当
館
を
ご
利
用
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

予
約
シ
ス
テ
ム
変
更
の
際
に

は
、
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
・

ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
で
す
が
シ
ス
テ
ム

に
慣
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
に

は
先
ず
、
利
用
者
登
録
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ご
利
用
日
の
前
日
・
当
日
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
・
キ

ャ
ン
セ
ル
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
申

込
可
能
な
期
間
で
あ
れ
ば
お
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

　

新
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
当
セ
ン

タ
ー
の
新
し
い
職
員
を
紹
介
し
ま

す
。
四
月
よ
り
由
井
市
民
セ
ン
タ

ー
よ
り
異
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
業

務
員
の
花
岡
嗣
夫
さ
ん
。
矢
島
萌

美
さ
ん
（
昨
年
十
月
）
酒
井
万
紀

子
さ
ん
、
大
谷
小
津
江
さ
ん
が
臨

時
職
員
と
し
て
新
し
く
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
一
同
、
住
民
協
議

会
・
地
域
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
て
、
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
中
野

市
民
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
野
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　

主
任
業
務
員　

西
山
清
美

令
和
七
年
度
の
事
業
計
画

　

中
野
地
域
住
民
協
議
会　

会
長

　

中
野
市
民
セ
ン
タ
ー　
　

館
長

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

栄
治

一
、
基
本
計
画

令
和
七
年
度
も
昨
年
同
様
に

七
夕
ま
つ
り
・
福
祉
大
会
と

文
化
祭
を
柱
に
行
事
を
進
め

定
例
化
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
ロ
ン
も
継
続
し
ま
す
。
七

夕
ま
つ
り
・
福
祉
大
会
と
文

化
祭
の
内
容
は
昨
年
の
内
容

を
踏
ま
え
更
に
改
良
を
加
え

委
員
の
高
齢
化
を
考
慮
し
、

よ
り
良
い
方
向
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

二
、
活
動
内
容

⑴
各
種
会
議
の
開
催
運
営
委

員
会
、
役
員
会
、
各
種
実

行
委
員
会
、
広
報
委
員

会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
等
図

⑵
七
夕
ま
つ
り
・
福
祉
大
会

七
月
五
日
・
六
日
二
日
間

実
行
委
員
長
、
副
会
長
、

補
佐
は
役
員

　
　

実
施
内
容

　
　

五
日会

場
作
り

玄
関
七
夕
飾
り

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

午
後
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

民
踊
お
ど
り

ホ
ー
ル
の
七
夕
飾
り
は
午
後
よ

り
十
一
日
迄

　

十
二
日　

七
夕
片
付
け

六
日

　

芸
能
大
会
（
和
室
）

　

子
ど
も
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

　

模
擬
店

⑶
文
化
祭
の
開
催

　

十
一
月
一
日
・
二
日
の
二
日
間

　

十
月
三
十
一
日
は
準
備

実
行
委
員
長
、
副
会
長
、
補
佐

は
役
員
と
委
員

　

実
施
内
容

　

一
日

　
　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
作
品
展
示

　

二
日

　
　

芸
能
大
会
、
作
品
展
示

　
　

模
擬
店

　
　

創
価
大
学
パ
イ
オ
ニ
ア
吹
奏

　
　

楽
団

⑷
低
木
刈
込
・
除
草
と
清
掃
作
業

　

第
一
回
目

六
月
二
十
一
日

雨
天
の
場
合
二
十
八
日

作
業
終
了
後
七
夕
ま
つ
り
説

明
会
議

　

第
二
回
目

十
月
二
十
五
日

雨
天
の
場
合
二
十
六
日
作
業

終
了
後
文
化
祭
の
説
明
会
議

⑸
広
報
誌
「
い
ぶ
き
」
の
発
行

　

第
六
十
九
号
八
月
発
行

　

第
七
十
号
令
和
八
年
一
月
発
行

⑹
図
書
管
理

　

図
書
委
員
に
一
任

⑺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
開
催

年
七
回
（
四
月
、
六
月
、
七
月

九
月
、十
月
、十
二
月
、二
月
）

予
定

⑻
防
災
訓
練
（
内
容
検
討
）

⑼
懇
親
会
予
定（
令
和
八
年
三
月
）

七
夕
ま
つ
り
の
お
礼

　

七
夕
ま
つ
り
・
福
祉
大
会
を
顧

り
見
て
、
今
年
は
天
気
が
よ
い
の

は
歓
迎
す
る
が
気
温
が
高
く
、
野

外
の
仕
事
は
暑
さ
の
中
、
大
変
苦

労
さ
れ
た
。
空
調
設
備
が
な
い
体

育
室
を
避
け
和
室
で
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
は
良
か
っ
た
と
思
う
。
土
曜

日
の
開
催
は
観
客
が
少
な
い
と
懸

念
さ
れ
た
が
お
客
さ
ん
は
喜
ん
で

い
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
朝
八
時

半
か
ら
始
め
た
。
民
踊
お
ど
り
は

五
時
か
ら
開
始
さ
れ
小
雨
の
降
る

前
に
終
了
し
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

六
日
の
芸
能
大
会
は
和
室
、
子

ど
も
ゲ
ー
ム
は
会
議
室
全
面
を
使

い
ロ
ボ
ッ
ト
と
戯
れ
て
楽
し
そ

う
。

　

休
憩
所
は
野
外
と
体
育
室
は
暑

い
た
め
ホ
ー
ル
と
廊
下
、
会
議
室

に
急
逮
作
り
対
応
し
多
く
の
お
客

さ
ん
が
利
用
さ
れ
た
。

　

梅
雨
明
け
前
な
の
に
こ
ん
な
に

暑
い
日
が
続
く
中
、
模
擬
店
の
準

備
や
仕
入
れ
、
酷
暑
で
の
販
売
に

ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の

方
々
、
テ
ン
ト
の
片
付
け
に
参
加

さ
れ
た
役
員
、
委
員
の
方
々
、
事

故
も
な
く
七
夕
ま
つ
り
が
で
き
た

こ
と
、
誠
に
感
謝
し
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会　

長　

伊
藤　

栄
治

副
会
長
兼
会
計

　
　
　
　

赤
羽　
　

勇

副
会
長
兼
会
計

　
　
　
　

前
川　

豊
彦

副
会
長
兼
書
記

　
　
　
　

秋
場　

信
雄

副
会
長
兼
書
記

　
　
　
　

平　
　

誠
司

副
会
長　

内
田　
　

勲

副
会
長　

渋
谷　

康
夫

副
会
長　

輪
玉　
　

悠

副
会
長　

栗
原　

和
夫

監　

事　

横
溝　

孝
治

監　

事　

田
中　

信
義

元
横　
　

加
賀　

譲
治

東
二　
　

西
山　
　

茂

東
三　
　

游
作　

福
重

東
四　
　

石
田　
　

彰

西
一　
　

秋
場　

信
雄

西
二　
　

西
村
浩
司
郎

西
三　
　

水
野　

宏
二

甲
和　
　

田
畑　
　

修

清
川　
　

加
藤　
　

登

中
野
団
地　

平
道　

賢
治

都
営
中
野
ア
パ
ー
ト

　
　
　
　

佐
々
木
昭
男

馬
場
谷
戸　

長
友　

広
継

み
つ
い
台　

輪
玉　
　

悠

仲
田
橋　

高
田　

恵
之

古
川
由
美
子

中
安　

智
美

橋
本　

君
江

木
下　
　

登

石
樵　

勝
良

小
池　

武
則

西
山　

幸
喜

遠
藤　

光
明

坂
本　

政
男

小
作　

孝
蔵

野
島　

孝
之

岸　
　

辰
郎

武
藤　

繁
人

金
子　

治
樹

大
森　

択
仁

榎
本　

知
子

内
野　

妙
子

平
本　

憲
治

石
川　

欣
弥

富
岡　
　

晃

苅
田　

純
男

青
山　
　

正

三
ツ
橋
静
子

金
子　
　

毅

杉
田　

恵
子

三
ツ
橋
幸
久

石
塚　

光
雄

坂
本　

俊
雄

舩
木　

正
志

内
田　
　

努

関
谷　

健
司

山
下
美
由
記

野
々
下
美
香

辻　

美
智
子

越
智　

鈴
佳

小
柳
恵
美
子

菊
池　

章
夫

桜
井
真
由
美

小
酒
井
勝
江

橋
本　

妙
子

古
賀　

安
子

片
岡　

敦
子

竹
内
久
美
子

須
森　

博
美

神
成　

忠
雄

成
田　

文
子

道
上　

健
二

高
橋　

晴
実

野
島　

重
夫

草
間　

明
彦

菊
池
多
美
江

清
水
キ
ヨ
子

佐
々
木
奈
々
子

中
村　

正
夫

渋
谷　

康
夫

佐
藤　
　

繁

伊
藤　

栄
治

河
村　

好
朗

石
田　

英
嗣

福
西　

早
苗

原
田　
　

勲

石
田　
　

彰

佐
藤　
　

弘

河
村　

好
朗

村
上　

正
人

村
松　

勇
人

中
神　

憲
彦

浅
野　
　

忠

佐
藤　

優
里

長
友　

広
継

赤
田　
　

茂

早
川　
　

静

岩
崎
や
よ
い

上
條　

絹
子

数
馬　

恵
子

三
橋　

美
鈴

都
築
百
合
子

西
澤　

和
子

大
竹　
　

忍

武
藤　

朋
子

中
村　

昌
子

平
井　

静
江

令
和
七
年
度
役
員
・
運
営
委
員
・
委
員
等
の
紹
介

役　
　

員

運
営
委
員

委　
　

員

委　
　

員

サ
ロ
ン
企
画
委
員

広
報
委
員

図
書
委
員
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第
三
十
三
回

七
夕
ま
つ
り
・
福
祉
大
会
を

終
え
て

　
　

実
行
委
員
長　

秋
場　

信
雄

　

今
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
７ 

月
５
日
・
６
日
の
二
日
間
、
当
セ

ン
タ
ー
内
に
て
、
初
宿
市
長
、
都

議
２
名
、
市
議
２
名
の
方
々
が
ご

多
忙
中
ご
来
場
を
頂
き
、
第
三
十

三
回
七
夕
ま
つ
り
・
福
祉
大
会
が

各
町
会
・
自
治
会
の
協
力
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
変
化
に
は
（
温
暖
化
）
耐

え
難
い
事
も
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
は
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
二
階
の
芸

能
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
和
室
が

良
い
の
で
は
と
役
員
会
議
で
決
ま

り
、
日
程
を
１
日
前
に
持
っ
て
行

き
、
５
日
（
土
）
カ
ラ
オ
ケ
大
会

を
午
後
１
時
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、

司
会
者
の
進
行
で
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
や
や
少

な
め
で
し
た
が
気
持
ち
よ
く
歌
わ

れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
時
刻
に
ホ
ー
ル
内
の
七

夕
飾
り
取
付
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
委
員
の
方
々
の
タ
ッ
グ
マ
ッ

チ
が
良
く
、
事
故
も
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
出
来
ま
し
た
。

芸
能
に
関
し
て
は
、
子
供
さ
ん
の

参
加
が
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
楽
し
く
踊
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
５
日

（
士
）
屋
外
で
午
前
中
に
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
実
施
。
夕
方
は
民
謡
踊

り
を
17
時
半
よ
り
始
ま
り
19
時
少

し
前
に
司
会
者
の
気
転
に
て
早
め

に
終
了
し
、
そ
の
後
、
夕
立
ち
が

有
り
台
風
並
み
の
上
砂
降
り
と
な

り
ま
し
た
。
模
擬
店
に
つ
い
て

は
、
昨
年
同
様
、
西
二
町
会
・
清

川
自
治
会
の
ご
好
意
に
よ
り
16
時

頃
か
ら
販
売
を
し
て
頂
き
非
常
に

助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
６
日

の
模
擬
店
で
は
、
各
町
会
自
治
会

の
皆
様
方
の
協
力
に
て
例
年
通
り

盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
反
省

点
と
し
て
は
、
一
部
の
販
売
店
及

び
休
憩
所
の
確
保
が
少
な
か
っ
た

事
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

し
た
。
次
回
は
、
こ
の
様
な
事
が

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
会
議
室
で

は
、
子
供
向
け
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
楽
し
ん
で
貰
い
ま
し

た
。

　

七
夕
飾
り
に
つ
い
て
、
昨
年
同

様
、
玄
関
先
に
は
ク
ス
ノ
キ
と
玄

関
横
の
ポ
ー
ル
左
右
に
ロ
ー
プ
を

張
り
ロ
ー
プ
に
飾
り
を
吊
る
し
見

事
に
演
出
、
ホ
ー
ル
内
の
飾
り
に

つ
い
て
も
、
約
１
・
５
メ
ー
ト
ル

上
に
上
げ
、
人
が
通
り
や
す
い
様

に
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
中
野
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
社
会
福
祉
事
業
の
重
要
性
を

感
じ
て
頂
き
、
協
働
活
動
で
地
域

住
民
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
て
、
人
間
性
豊

か
な
街
づ
く
り
に
貢
献
出
来
る
よ

う
期
待
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　

実
施
報
告

　
　
　
　
　

担
当　

渋
谷　

康
夫

第
八
十
三
回

　

令
和
７
年
４
月
26
日
（
土
）

　

参
加
者
21
名

　

第
三
支
部
女
性
防
火
協
会
の
紹

介
と
鍋
ポ
チ
ャ
料
理

　

講
演 

女
性
防
火
支
部
長

　
　
　

 

三
ツ
橋
静
子
さ
ん（
西
二
）

　

協
力 

女
性
防
火
副
部
長
と

　
　
　

 

委
員
の
皆
さ
ん

第
八
十
四
回

　

令
和
７
年
６
月
28
日
（
土
）

　

参
加
27
名

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
管
理

　

講
演 
田
中
信
義
さ
ん（
西
二
）

第
八
十
五
回

　

令
和
７
年
７
月
26
日
（
土
）

　

参
加
22
名

　

夏
休
み
子
ど
も
企
画
（
み
つ
い

台
自
治
会
）
の
「
レ
ジ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」

　

講
師 

須
藤
美
樹

今
後
の
予
定

第
八
十
六
回

　

令
和
７
年
９
月
27
日
（
土
）

　

受
講
者
の
年
齢
・
体
力
に
対
応

で
き
る
「
パ
ド
ル
体
操
」

　

指
導 

松
島
み
え
子
さ
ん（
西
三

推
薦
）

　

デ
ッ
サ
ン
や
注
連
飾
り
作
り
な

ど
、
定
番
企
画
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

中
野
町
甲
和
会

　
　
　
　
　

町
会
長　

田
畑　

修

　

当
中
野
町
甲
和
会
は
１
９
６
０

年
（
昭
和
35
年
）
発
足
し
、
65
年

の
歴
史
を
数
え
ま
す
。
か
つ
て
畑

ば
か
り
だ
っ
た
甲
ノ
原
地
区
に
市

営
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
ま
た
、
婦

人
補
導
院
と
そ
の
官
舎
が
建
設
運

用
開
始
と
な
っ
て
か
ら
世
帯
数
が

次
第
に
増
え
、
中
野
町
甲
和
会
が

発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
旧
市
営
住
宅
内
の

会
館
と
広
場
を
拠
点
と
し
て
町
会

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
木
造
の
市
営
住
宅
は
な

く
な
り
、
現
在
の
市
営
西
中
野
団

地
に
な
り
集
会
所
を
甲
和
会
館
と

し
て
利
用
し
つ
つ
活
動
も
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
婦
人
補
導
院

の
移
転
か
ら
会
員
数
が
減
少
し
、

折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
活
動
の

制
限
が
あ
り
、
や
っ
と
お
さ
ま
っ

た
と
思
っ
た
ら
温
暖
化
、
少
子

化
、
役
員
の
高
齢
化
、
物
価
の
高

騰
等
の
波
が
押
し
寄
せ
こ
れ
も
時

代
の
流
れ
と
正
面
か
ら
取
り
組
み

検
討
、
改
善
を
加
え
町
会
活
動
、

行
事
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
本
年
の
夏
祭
り
は

町
会
会
員
の
皆
様
の
総
意
が
結
実

し
て
甲
和
会
ら
し
い
良
い
お
祭
り

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
10
月
に
は
エ

学
院
大
学
、
八
王
子
市
役
所
、
中

野
町
甲
和
会
の
３
者
で
工
学
院
大

学
附
属
中
学
高
校
体
育
館
を
災
害

時
の
緊
急
避
難
先
と
す
る
提
携
が

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
防
災
・
減
災

を
当
町
会
の
重
点
対
策
と
し
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
こ
れ
を
契
機
に

防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
会
員
同
士
が
ふ

れ
あ
い
、
協
力
し
て
ひ
と
つ
に
な

れ
る
町
会
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
会
員
数
を
増
や

し
て
、
若
い
力
を
取
り
入
れ
、
会

員
の
皆
様
が
「
入
っ
て
良
か
っ

た
。」
と
思
え
る
町
会
に
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

中
野
西
三
町
会
の
現
況

　
　
　

西
三
町
会　

村
上　

正
人

　

中
野
西
三
町
会
は
昭
和
・
平

成
・
令
和
と
年
が
進
む
中
、「
町

会
」
の
組
織
、
活
動
、
運
営
方
針

等
々
時
代
に
合
わ
せ
改
変
・
改
良

を
進
め
て
来
ま
し
た
が
平
成
二
十

五
〜
六
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
会
員
数

の
減
少
が
見
ら
れ
、
令
和
元
年
十

二
月
末
か
ら
三
年
四
ヶ
月
に
及
ぶ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
各
種
会
合
・
集
会
や
イ
ベ
ン

ト
が
相
次
い
で
中
止
に
な
り
町
会

活
動
に
も
支
障
を
き
た
す
事
に
成

り
、
よ
り
一
層
会
員
数
も
減
少
し

た
感
が
あ
り
ま
し
た
。
掛
か
る
状

況
下
、
従
来
行
っ
て
居
た
対
応
に

加
え
次
の
様
な
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。

一
、
町
会
組
織
の
安
定
と
将
来
対

応
へ
備
え
る
為
町
会
の
法
人
化
に

取
り
組
み
令
和
五
年
六
月
に
は

「
認
可
地
縁
団
体
」
と
言
う
法
人

格
を
取
得
し
ま
し
た
。

二
、
以
前
か
ら
進
め
て
居
た
「
町

会
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
推
進

の
一
環
と
し
て
役
員
及
び
関
係
者

を
「
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
」
で
結
び

早
急
な
る
情
報
収
集
や
各
種
デ
ー

タ
の
共
有
を
図
っ
た
。

三
、
町
会
員
減
少
の
要
因
で
あ
る

町
会
員
の
高
齢
化
、
役
員
の
業
務

負
担
の
多
さ
か
ら
来
る
後
継
者
不

足
に
は
「
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
」
で

協
力
し
対
応
す
る
。

四
、
役
員
の
後
継
者
不
足
に
は

「
婦
人
部
」
を
そ
の
業
務
内
容
か

ら
「
ふ
れ
あ
い
部
」
と
部
名
を
変

更
し
て
男
性
で
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
、「
体
育
部
」
も
競
技
ス

ポ
ー
ツ
に
留
ま
ら
ず
健
康
を
考
慮

し
た
「
健
康
増
進
部
」
と
し
た
。

五
、
地
域
内
の
歴
史
や
文
化
的
遺

産
の
開
発
・
維
持
・
管
理
を
目
的

と
し
た
グ
ル
ー
プ
と
、
趣
味
・
芸

能
を
実
践
、
実
習
す
る
グ
ル
ー
プ

か
ら
成
る
「
文
化
部
」
を
新
設
し

た
。

六
、
地
元
企
業
や
中
学
校
及
び
大

学
生
を
町
会
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
要

請
や
各
種
ふ
れ
あ
い
講
座
を
開
き

地
域
住
民
と
の
融
和
・
親
睦
を
図

っ
た
。

　

以
上
の
様
な
対
応
を
取
る
と
共

に
今
年
度
に
は
全
町
会
員
に
此
れ

ま
で
の
町
会
の
運
営
や
事
築
計
画

の
評
価
及
び
要
望
事
項
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

町
会
の
基
本
方
針
に
あ
る
、
健
全

な
る
町
会
運
営
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
総
合
扶
助
に
努
め
、
安
全
で

安
心
な
住
み
良
い
町
と
成
る
べ
く

取
り
進
め
て
居
り
ま
す
。


